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2020年6月6～10日： ロータリー国際大会（米国、ホノルル） 

2021年6月12～16日：ロータリー国際大会（台湾、台北） 



RI会長 5月メッセージ 
日本は新たな「令和」の時代が幕あけとなりました。皆さまそれぞれの思い

で平成を振り返り、新たな時代への希望を感じていらっしゃることでしょう。 



ガバナー 5月メッセージ 

青少年奉仕月間によせて

国際ロータリー 第2640地区 

ガバナー 樫畑 直尚 

5月になると、なぜかいつも思い出す曲に「若葉のこ
ろ（First of May）」があります。ビージーズのこの曲は、
1971年封切りの映画「小さな恋のメロディ」で使われて
いたので、私のような世代の方々にはご記憶の方も多
いと思います。11歳という役どころのマーク・レスターと
トレイシー・ハイドの若すぎる恋の物語は、日本でも大
ヒットしましたが、この映画のテーマが "Don't trust 
over thirty"、即ち「30歳以上は信用するな」であった
とは、後に知った事でした。 

さて、ロータリアンの皆さんはご存知でしょうか、昨年
あたりから、全世界規模で「学校ストライキ」が行われて
いることを。 

この1月24日の木曜日には、ブリュッセルの中心部を
中高生の群衆が埋め尽くして、気候変動問題のための
学校ストライキ（School Strike for Climate）が行われま
した。集まった人数がなんと3万5000人だったというか
ら驚きです。3月15日にはワシントンで、連邦議会議事堂
前に約1500人が集まり、呼びかけ人の一人であるメリー
ランド州のナディア・ナザールさん（16）が「私たちは温暖
化の影響を受ける最初の世代。そして温暖化に対処でき
る最後の世代だ。政治家は我々の声を聞くべきだ」と訴
えたといいます。 

そもそもこのストライキは、スウェーデンの16歳の環
境活動家グレタ・トゥンベリさんが、昨年の夏休み明け、
学校に行く代わりにストックホルムの国会議事堂前に2
週間も単身で座り込み、政府が気候変動問題に真摯に
取り組むことを求めたことがきっかけとされています。 

トゥンベリさんが起こしたこの行動に対して、世界中に
共感と共鳴の輪が広がり、現在、日本や米国など世界約
１２０カ国２千カ所で活動が行われたとのことです。 

 この「おとなには任せておけない」という子どもた
ちの声を聴いて、誠に耳の痛い部分があります。しかし、
ロータリーでは、バリー・ラシン会長が強調しているよう
に、予防接種はじめ子どもの未来についての強い関心
は失われていませんし、地球温暖化による「水不足＝水
問題」に対する取り組みが、行動を伴って本格化してい
ることはもっとアピールすべきかも知れません。また、画
期的なことに、「海水面の上昇」等を含めた温暖化対策
が、「持続可能な奉仕」という新たな奉仕の形として提
示されたことも記憶に留めておいていただきたいと思
います。 

さて、ロータリーの青少年奉仕への取り組みに戻し
て、その歴史を辿ってみましょう。 

1908年の寒い冬のシカゴ、あるロータリアンが会合へ
の道すがら、売れ残った新聞を抱えて震えている少年
を見かけました。新聞を買ってあげようと思ったところ
が小銭の持ち合わせがなかったので、仲間が待ってい
るクラブに連れて行くことにしました。会場で話を聞い
た会員たちは、残った新聞を買い、自分たちの着ている
セーターやマフラー、手袋を与えて励ましたといいま
す。これが、ロータリーの青少年奉仕の始まりだとされてい
るエピソードです。 

以降の主な青少年関係の出来事を追ってみましょう。 

・1908年： ボーイスカウトの創立に援助 

・1912年： ガールスカウトの創立に援助 

・1913年： 身体障害少女へのリハビリテーション実施
（シラキューズRC） 

・1915年： 肢体不自由児への教育事業開始（トレドRC） 

・1916年： 国際ロータリークラブ連合会に青少年活動委
員会設立 

・1920年： ニューヨークRCがスポンサーになって、始め
ての少年少女週間として街頭パレードが企画さ
れた。 

 日本にロータリーが出来る以前から、青少年と向かい
合って来た歴史が見て取れます。 

以降も続けて見てみましょう。 

・1939年： 青少年交換始まる 

・1946年： 財団による奨学生プログラム発足 

・1962年： インターアクトクラブ設立 

・1668年： ローターアクトクラブ設立 

・1974年： RYLA（Rotary Youth Leadership Awards）誕生 

現在、青少年奉仕は、奉仕の第5の部門としてロータ
リーの屋台骨を支えるに至りましたが、その長い歴史を
作ってこられた先人には改めて敬意を表したいと思い
ます。とともに、やはり長い歴史を積み重ねて、今年で 
  第3 7回を数えることになる地区RYLA（Rotary Youth 
Leadership Awards）が、この5月に開催されます。私た
ちも青少年と向き合い、共に明日への夢を共有したいもの
だと思っています。"Don't trust over thirty"とはならな
いように、身を引き締めて参加させて頂く覚悟です。 

 最後に「小さな恋のメロディ」で、エンディング・テーマ
として使われたクロスビー、スティルス、ナッシュ＆ヤン
グ（CSN&Y）の名曲「ティーチ・ユア・チルドレン」の最後の
部分をご紹介して今月号のご挨拶の締めとさせて頂き
ます。 

So just look at them and sigh 

And know they love you 

ただじっと目を見て、ため息をつく。
そうすれば、どれだけあなたが愛されているかをわか
るでしょう。 



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

4月2日(火)。 

和歌山ロータリークラブは、お花見例会。紀

三井寺「はやし」での例会です。例会前に大

学同窓会誌の取材があり、急いで駆け付け

息が切れました(笑)。遠景ですが、紀三井寺

の桜が見えますでしょうか。  

4月7日(日)。 

国際ロータリー第2640地区。本日は09:30か

ら16:30まで「RLIパート１」。選挙の行方も気

になりますが、取り敢えずお弁当の時間を楽

しもう！ 

4月8日(月)。 

国際ロータリー第1,2,3ゾーン「会員基盤向

上セミナー」。さぁ、勉強勉強！   

4月9日(火)。 

国際ロータリー第1,2,3ゾーン「会員基盤向

上セミナー」２日目。本日は、ロータリー財団

について。災害救援基金の設置、ポリオ根絶

への取り組みなどの報告がありました。ホテ

ルのロビーに飾られた八重桜が美しく、会議

疲れの目に優しい！  



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

4月13日(土)。 

国際ロータリー第2640地区、和歌山北RCの

創立40周年式典にお招き頂きました。有田

会長、岩橋実行委員長はじめクラブの皆さ

ん、そしてチャーター会員の田中さん、おめ

でとうございます。 

4月14日(日)。 

国際ロータリー第2570地区 地区大会にご

招待頂きました。井橋吉一RI会長代理臨席の

もと、茂木正ガバナーの力強い開会宣言で

式典が始まりました。  

4月20日(土)。 

和歌山市内にて、国際ロータリー第2640地

区第3分区「インターシティ・ミーティング」に

お招き頂きました。講師「平松亜寿香」先生

による「信頼関係を築くコミュニケーショ

ン」。クラブ強化に効果あり！  

4月20日(土)。 

大阪市内。富田林南RC30周年式典にお招き

頂きました。平成元年に創立し、令和の始ま

る5月1日に30年の歴史に終止符を打ち、富

田林RCと合併・合流します。淋しさは残りま

すが、これもひとつの形。土井彰会長と上野

克己会長と共に記念写真。   



ガバナー レポート Facebook（h ps://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ ) 

4月21日(日)。 

和歌山大学にて、国際ロータリー第2640地

区、次年度「地区・研修協議会」が開催されま

した。会場は、中野均(堺東)GEの柔らかい春

風のような雰囲気に包み込まれました。素晴

らしいリーダーが誕生！ 

4月23日。 

今日の卓話講師は仁坂知事。和歌山のこれ

からをお話頂きました！ 

4月28日(日)。 

国際ロータリー第2640地区、米山記念奨学

会オリエンテーション及び入学式。奨学生の

皆さんおめでとうございます。カウンセラー

の皆さん、宜しくお願い致します。 



My ROTARY から 

 5月はロータリー「青少年奉仕月間」です。今日のリーダーの大切な役割は、明日

のリーダーを育てること。ロータリーには、インターアクト（12〜18歳）、ローターアクト

（18〜30歳）、交換留学、リーダーシップ養成など、未来を担う若者のエンパワメント

をめざす数々のプログラムがあります。  

才能ある人材を育てる 

5月は「青少年奉仕月間」です。 

 今日のリーダーの大切な役割は、明日のリーダーを育てること。ロータリーのさま

ざまなプログラムや活動を通じて、地域社会やクラブの未来を担う才能豊かな人

材を育てることができます。若者たちがリーダーシップの力を養うインターアクトと

ローターアクト、地元の人びとがより良い地域づくりに参加できるロータリー地域社

会共同隊（RCC）、ロータリアンとローターアクターが自分のスキルや知識を生かせる

ロータリアン行動グループなど、その方法はさまざまです。  

 ロータリークラブは、奉仕を通じて12〜18歳の若きリーダーの活力を引き出し、イ

ンターアクトクラブへの支援によって、責任感のある世界市民を育てています。 

  18〜30歳の人たちが集まるローターアクトクラブでは、ローターアクト会員が、地

元のリーダーと交わり、リーダーシップや職業スキルを磨き、楽しみながらボラン

ティア活動をしています。 

青少年保護と危機管理 
ロータリー関連の活動（特に旅行が含まれる場合）では、青少年の安全確保が最優先されま

す。「青少年と接する際の行動規範に関する声明」および学生の安全と危機管理に関する

詳細は、「ロータリー青少年保護の手引き」をご覧ください。また、「ラーニングセンター」の

オンラインコース「青少年プログラム参加者の保護」もご利用ください。 

My ROTARY 



意義ある奉仕賞にエントリーしましょう！  

地区雑誌・公共イメージ委員長  豊岡 敬  

 国際ロータリー第2640地区の各クラブにおかれましては、地域社会でのロータ

リーのイメージを向上する活動、世の中のニーズにあった社会奉仕活動を実践され

ていることと思います。皆様が取組んでいる奉仕活動を「意義ある奉仕賞」にエント

リーしましょう！ 

 従来の「意義ある業績賞」は、2018年―2019年度は、「意義ある奉仕賞」と名称も

あらため、地域社会の重要な課題やニーズに取組むプロジェクトを実施したクラブ

を表彰する賞で、単独のクラブによって実施されたプロジェクトのみ、受章対象とな

ります。各クラブ会長が推薦した一つのプロジェクトを地区ガバナー受理し、審査、

決定します。第2640地区では、上限を３クラブとして決定致します。ぜひ、皆さんのク

ラブで取組んでいる奉仕活動をエントリーしましょう。 

 なお、My ROTARYのエントリーサイトの不具合により、当地区では、エントリー方法
を変更しました。事務局へご案内の推薦書フォームとお写真を郵送もしくは、メール
にて対応させていただきます。  

推薦者 クラブ会長 

推薦期日 2019年5月31日 

推薦手順 推薦書フォームと写真3枚をガバナー事務局（kashihata@rid2640g.com）
まで、郵便なたはメールにて送信をお願いします。 

お問合せ：国際ロータリー第2640地区ガバナー事務局（電話：073-426-2640） 

2018-19年度会長賞のリソースと締切日について 
 バリー・ラシンRI会長は、クラブがロータリー賞の達成に向けて邁進することを期待されています。ロータ
リー賞を受賞するには、活動を完了し、その達成を6月30日までにロータリーに報告する必要があります。  

 2018-19年度会長賞達成ガイドには、各ロータリー賞の目標について、どこで、どのように報告すればよい
かが説明されています。役員ではないクラブ会員がロータリークラブ・セントラルで達成を報告したい場合、
クラブ役員が一時的にこの会員にその役割を委任することができます。  

 My ROTARYのアカウントがある会員は、My ROTARYにログインした上で、「ロータリー賞受賞者レポート」か
ら情報を閲覧できます。My ROTARYにログイン後、「運営する」→「クラブ・地区の運営」→「各種レポート」の
順に進み、開いたページの「賞・表彰」の部分にロータリー賞の項目があります。  

 ロータリー賞（ローターアクトクラブ）とロータリー賞（インターアクトクラブ）には、既存会員の参加を促進
し、入会への魅力を高めることに直結した目標が含まれています。ロータリー賞（ローターアクト）達成ガイド
とロータリー賞（インターアクト）達成ガイドでは、目標達成の報告や進捗の閲覧方法が掲載されています。  

 ローターアクトとインターアクトクラブのロータリー賞への推薦は、Eメール、郵便、または電話では受理さ
れませんのでご留意ください。締切は、8月15日です。ロータリー賞を受賞したロータリークラブへの表彰状
は、9月に今年度の地区ガバナー宛てに送られます。  

国際ロータリー 会員増強担当部ディレクター 

ブライアン・キング 



地区研修・協議会  

 地区研修・協議会が、4月21日(日)、和歌山大学で開催され、各クラブから、会長エ
レクトをはじめ、次年度の幹事、委員長等が参加しました。 

 午前10時からの全体会議では、中野 均ガバナーエレクトが開会挨拶、樫畑 直尚
ガバナー挨拶、福井 隆一郎次期研修リーダーから、地区研修・協議会の目的につい
て。さらに中野ガバナーエレクトから、国際協議会報告、2019-2020年度RIテーマ、ガ
バナーの基本方針、地区方針の説明。また、高松 次期財務委員長から、予算案の説
明が行われました。 

 昼休憩をはさみ、部門別協議会が各会場（会長部門、幹事/IT部門、職業奉仕部門、
社会奉仕部門、青少年関連部門、情報規定部門、米山奨学部門、会員増強・維持/雑
誌・公共イメージ部門、国際奉仕/ロータリー財団部門）に別れ、行われました。 

 この後、「ロータリー財団について」田村 泰三 氏から講演があり、最後に部門別
協議会の報告、オンツー・ホノルルの姫野委員長から、地区大会の案内が中村実行委
員長から、それぞれ 説明が行われました。 

2019-2020年度のための 

2019-2020年度 地区スローガン 

「参加してロータリー活動を楽しもう」 



地区活動報告 

ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）パートⅠ報告   

地区RLI委員長 横山 素夫 

 4月7日（日）、2640地区樫畑ガバナー年度のロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）

パートⅠを終えました。受講者（といっても講義を受けるわけではありませんが）38名ディ

スカッションリーダー12名の参加でした。選挙などと重なって十分なDL（ディスカッション

リーダー）の確保ができず、吉田 博信氏には6セッション全部1人で、というような負担をか

けてしまいました。でも、受講者からのアンケート評価では彼が一番高い評価でした。よかっ

たです。また、樫畑ガバナーも初心者の八田 眞弓DLにずっと付いていただき、財団の説明を

バックアップしてもらいました。ありがたかったです。八田さんは初回のDL選択が「ロータ

リー財団」というのにも感心しました。ロータリー全般に深い知見を持っておられる樫畑ガバ

ナーに、そばについていただいて八田さんも「心強かった」とおもわれます。おつかれさまで

した。 

 私も辻パストガバナーとのコンビで6セッションの半分を担当させてもらいましたが、なか

なか自分の思っている方向に会話(セッション・討論)をもっていけなくて必死で考えながら

しゃべっていました。テーマは「倫理と職業奉仕」です。でも苦労した甲斐があって、解った

のですコツが・・。岡本PGは専門的な誘導尋問・反対尋問という捕らえ方をされていまし

た。私はエンジニアで法曹業界はわかりませんが自分なりのDLのコツはこういうことです。

①What ②Why ③Howの３つです。参加者全員の自分の職業を含めた簡単な自己紹介の

後、「倫理・職業奉仕」がテーマであれば、What「倫理ってあなたにとってはどのようなイ

メージですか?」→「道徳です」「人に迷惑をかけないことです」「法律とは境目が異なりま

す」といった個性のある答が得られます。次に②Why「なぜ倫理が大切なのですか？」

「ロータリー活動で倫理が言われるのはなぜでしょうか？」これで話は膨らんで行きます。→

「ロータリアンの高潔性」「職業人の職業倫理との関連」「倫理法人会ってありますよね」と

いった具合です。最後に③How「ロータリアンにとっての倫理はどのようにすれば共有でき

るのでしょう」とか「倫理観の明確化はどうしたら可能でしょう」というようにもってゆけば

よいのです。 

 このような「話し合い」を1セッション

50分続けることで「何かがわかってきま

す」(何がわかっていなかったかがわかる

場合もあります)RLI日本支部ファシリテー

ター委員会委員長の中村 靖治様や同副委

員長FTZ3木下様がおっしゃっていた「話

すことによって気付くこと」の意味が理解

できてきます。DLをやっていてもたくさ

んの「気付き」があります。 

 「会員増強」というテーマが3回のパートに必ず１セッションあります。ご存知のようにど

のクラブも「会員増強」だけをめざしても一時的に人数が増えるだけでうまくいきません。む

しろリバウンドのマイナス面が怖いくらいです。「会員増強」というテーマは『原因でもあり

結果でもあるのです』クラブが充実してこそ結果的に会員が増えるというのが望ましい形で

す。ロータリー活動のいくつかの課題は単独で解決できるものではありません。皆同じ原因

(根っこ)をもっています。RLIの話し合いの中でそれぞれのテーマは「独立した課題」ではな

くて、ロータリー活動の発展のために連携した対応が必要になってきます。RLIを実施するこ

とによって各クラブの更なる繁栄の一助になればと考えています。 



クラブ活動報告 

創立40周年記念式典を開催 

和歌山北ロータリークラブ 

 和歌山北ロータリークラブ（会長 有田佳秀）は、
2019年4月13日（土）にホテルグランヴィア和歌山にて
創立40周年記念式典を開催しました。 

 当クラブは、1979年4月17日にスポンサークラブで
ある和歌山東ロータリークラブ様のご指導により、29
名のメンバーで発足しました。 

 それ以来、地域の社会奉仕（和歌山刑務所へ教材用
品寄贈や和歌山城清掃他）、国際奉仕（東済州ロータ
リークラブとの共同事業）、青少年奉仕活動（少年野球
大会・ジュニアゴルフ大会開催）等、奉仕の実践を行っ
てまいりました。 

 今回の創立40周年記念事業と致しまして、姉妹クラ
ブである大韓民国は東済州ロータリークラブ（国際
ロータリー第3662地区）と共に和歌山市消防局へ防災
グッズを寄贈、また、創立以来続けています、和歌山刑
務所への教材用書籍及び専門書と鑑賞用CDを寄贈致
しました。 

 そして、記念式典後、東済州ロータリークラブとの姉
妹クラブ締結更新調印式を行い、今後更なる友好を深
め、共同事業を継続していく事を誓い合いました。 

 ロータリー活動の奉仕の精神を次世代に引き継いで
行くべく今後50周年そして、100周年に向けて会員一
同精進してまいりたいと思います。 

40周年記念事業 委員長 白杉 武志 

和歌山北RC会長挨拶 

40周年記念実行委員長挨拶 

和歌山刑務所長へ寄贈品目録進呈 

和歌山市消防局長へ寄贈品目録進呈 

東済州RCとの共同記念事業 

東済州RCとの

友好クラブ締

結 更新調印式 



クラブ活動報告 

職業紹介事業「キャリア・シュミレーション 仕事に触れよう！」開催 

有田ロータリークラブ 

 有田ロータリークラブ（会長 上野山 栄作）は、地元高校とロータリー会員事業所の協力のもと、就
職希望の高校生へ向けた事業所別の職業紹介事業を行い、就職先をしっかりと考え選び、将来の夢を
叶えるための事業を開催しました。 

 地元の県立箕島高校で就職希望の高校2年生に対して会員の事業所の方々に協力頂き、職業の内
容を紹介してもらい、どのような職業を自分の就職先に選べば良いか？という選択肢をリアルに体験
してもらう事業「キャリア・シュミレーション 仕事に触れよう！」を箕島高校様と共同実施致しました。 

 この事業のきっかけになったのは昨年の夏に中高生と一緒に夢を地域づくりに役立てる事業「僕ら
が有田を楽しいまちにする！」の中で「将来の夢=なりたい仕事なのに自分がなりたいと思える仕事
の実際の内容がよくわからないので、いくつかの職業で実際に働いている方たちの話を聞きたい」と
言う要望があったことがきっかけでした。そこで、高校をリサーチしてみると、学校もキャリア教育と
いう名称で社会に出るための準備時間をかなり取ってくれているのですが、実際の職業の内容とい
うところには足を踏み入れることがなかなか難しい状況でした。 

 職業人として、是非、子ども達に情報を与えてあげたいと考えたのです。 今回は12の会員企業が
企業説明会のようなブースを作り、製造業から医療関係、サービス業に至るまで幅広い職業の説明を
聞けるチャンスでした。正直、あそこまで高校生が真剣な眼差しで説明に聞き入ってくれるとは思って
いませんでした。 確かに彼らは、あと半年もすれば自分の働き先を決めなければならないのです。今
の時期でも少し遅いような気がします。しかし、高校2年生の段階で仕事選びが出来無いのは当然の
ことでしょう。ちょっと酷な現実があります。常日頃から将来を考えられるよう、もっと地元との連携が
あってもいいかな？と思います。 

 一方で、地元企業の人材不足も切実な問題です。個人的な意見ですが、今からの時代、大学に行け
ば良い会社に入れるという時代ではないと思います。地元が好きで地元で頑張りたいと思う若者が
もっと増えて欲しいと考えますし、地元愛を若者に与えれるような地域でなければならないのです。
地元企業（今回はロータリアンの事業所）は、もっと学生に自社をPR出来るほどの関係性を持つべき
だと考えます。 これからの少子化時代に地元企業は地元雇用を促進し、地域の宝である子ども達を
都会に送るのではなく、地元に残せる取り組みが必要だと実感しました。  （ロータリーショーケース） 



クラブ活動報告 

みかん街道・ウエノ公園 桜木の手入れ 

有田ロータリークラブ 

  私たち有田ロータリークラブの中心的まちとなる和歌山県有田市の西有田県立自

然公園を見下ろす「みかん海道」は有田市の観光名所となっています。 

  私たち有田ロータリークラブが今からちょうど20年前に約100本の桜木の植樹を行

いました。その頃は地元住民しか知らなかった場所が、ここ数年は多くの観光客を迎え

るようになりました。その道路は有田の海岸線を一望できる素晴らしい光景が広がりま

す。私たちが毎年手入れをしてきた桜もその景色に華を添えています。 

  また、昨年は有田市の桜名所のウエノ公園の桜を補充するかたちで植樹しました。

本年は２つの場所を市の職員や箕島高校生のご協力のもと、桜木の手入れと清掃活動

を行いました。側溝には結構な量のゴミや流土がありましたが、皆さんの協力のもと本

年も綺麗にやり遂げることが出来ました。 

  上野山会長の冒頭の挨拶に「この作業をしながら、このまちの未来を考えください」

という言葉には、地域とともに未来をつくる有田ロータリークラブの思いが込められ

ていました。皆様の熱心な作業のおかげで双場所の桜の手入れや清掃も順調に進み

ました。ご参加いただいた皆様、有難うございました。        （ロータリーショーケース） 



第３２回 高師浜RCふれあいウォーク 

高師浜ロータリークラブ 

 高師浜ロータリークラブ(会長 永山 健二)は、4月14日、第３２回の高師浜RCふれ

あいウォークを開催しました。当クラブのメイン奉仕事業です。毎年、高石市民500名

の募集に沢山の応募を頂いている人気の事業です。今年はあいにくの天候にもかか

わらず、沢山の方にお越し頂きました。 

 参加者同士のコミュニケーション、6kmのウォーキングで健康促進、花の苗のお土

産で緑化に貢献を目的に開催しております。今年のイベントは阿波踊りを見て頂いた

後、参加者と共に阿波踊りを踊り、楽しみました。      （ロータリーショーケース） 



クラブ活動報告 

第20回ふれあいボウリング大会 

 羽衣ロータリークラブ 

羽衣ロータリークラブ（会長 納谷 政志）は、3月17日（日）、泉大津フタバボウルにて、 

第20回ふれあいボウリング大会を開催いたしました。 

今年もたくさんの笑顔に出会うことが出来ました。参加者の皆様、お疲れさまでした。 

また、来年！来るからね！と帰られる笑顔にお応えできるよう、クラブもがんばります！ 

本会は今回で20回目の記念大会ということで、ご招待した作業所様より感謝状を頂戴

いたしました。ありがとうございました。         

    （facebookページから） 



クラブ活動報告 

福祉型児童発達支援センター保育所等訪問支援事業所

和歌山アゼリアロータリークラブ  

  和歌山アゼリアロータリークラブ（会長 黒田 忠嗣）では、身体に障害をお持ちの子ど

もさんや、言語面、コミュニケーション面等いろんな面で発達の気になるお子さんを支

援している、福祉型児童発達支援センター保育所等訪問支援事業所「カナの家・あゆみ

の園」の子ども達とご家族のために、「春祭り」を実施いたしました。 

 当日は約47名の児童、100名近くご家族がお集まりいただき、ヨーヨー釣り、輪投げ、

ビンゴ大会等楽しいひと時を過ごすことができました。 

 （facebookページから） 

「カナの家・あゆみの園」で春祭り 



地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



財団年次寄付一覧表 (4月24日現在）  ゼロクラブ・ゼロ 達成！ 
ご協力、有難うございました。 









ロータリーへようこそ！ 

 ロータリークラブへの入会は、職業人や市民リーダーの世界的ネットワークの一員となること。

ロータリーの会員は、クラブの枠を超えて海外の会員と交流したり、リソースを寄せあって国際奉

仕活動も行っています。 

 積極的に活動すれば、クラブと地域に貢献できるだけでなく、自分自身にも変化があるはずで

す。同じ目的意識をもつ仲間と交流し、人と人との結びつきを育みながら、何ものにも代えがたい

経験が得られるでしょう。ロータリーでは、さまざまな方法で参加すればするほど、チャンスが無限

に広がります。 

ロータリーへの入会 

変化を生み出すロータリーの

力の源は、世界35,000以上の

クラブで活動する120万人の会

員。友情で結ばれた会員は、地

元での草の根の活動から、大規

模な世界的活動まで、幅広く取

り組んでいます。 





2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 オフィシャルホームページ 

http://rid2640g.com/kashihata/ 
2018-2019年度 国際ロータリー第2640地区 facebookページ 

https://www.facebook.com/kashihata.rid2640/ 

ガバナー月信は、地区と地区内クラブ

の情報交流を促進し、各クラブの運営、活

動に活かせてもらうため、情報収集に努

めています。皆様の寄稿、ご協力をお願い

します。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ

ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅

行、同好会等）や会員増強等、職業奉仕

（講演会、講習会、視察等）、社会奉仕（清

掃活動、福祉・教育支援事業等）、国際奉仕

（友好クラブとの交流、各社会奉仕プロ

ジェクト）、青少年奉仕（青少年交換、イン

ターアクト、ローターアクト、ライラ等）、そ

のほか、ロータリー財団、米山記念奨学会

等の活動などの案内、募集、報告等の寄

稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書

面、資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメール

でガバナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地

区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報

の収集等、紙面の充実に努めてまいりま

す。ご協力をお願いします。 




